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ヨーガ哲学において重要な役割を果たす puruṣa や prakṛti などの概念や、『マハーバーラ




















のではなく、Frauwallner, E. Geschichte der indischen Philosophie, Band I (1953)、Malinar, A. 
























 第 1 章で行なった問題設定および研究方法についての議論をもとに、第 2 章では manas
を中心とする創造説、第 3章では manasによる鍛錬を説くヨーガ修行論をそれぞれ分析す
る。 
第 2 章では、ヴェーダ文献から『マハーバーラタ』までの創造説の系譜から manas とそ




第 3 節の創造説における manas の意味を分析する。『シャタパタ・ブラーフマナ』第 10 巻
第 5 章第 3 節では sant-asant、すなわち、「現前しているもの」と「現前していないもの」




て口に出すことを意味する。この創造説は、『マハーバーラタ』第 12 巻第 224–225 章およ





























バーラタ』第 12巻第 175–180章もその系譜に属するものと思われる。 
 第 3 章では、二つのヨーガ説において manas についてどのような思索が展開されている
かを分析する。第 3 章第 1 節では、ヴァールシュネーヤ・アディヤートマと名付けられて
いる教説（『マハーバーラタ』12.203–210）における manas と manovahā （「心を運ぶ」）と
呼ばれる脈管を中心とする心身論を扱う。manas はここでは、manovahā 脈管とそれに従属
する数千の脈管の中を行き来することで体中に遍満し、自我と感覚器官・機能や運動器官










とは、通常どのように manas が働いているのかを分析した上で、その特性を用いて manas
を解脱論に組み入れようとする傾向である。さらに manas と性欲との関係や、manas と戦
闘における勇気との関係については、ヴェーダ文献に遡る可能性があることを示す。 
 結論となる第 4 章では、以上の研究成果を要約した上で、本研究のインド思想研究にお
ける意義について検証する。『リグヴェーダ』の時代から積み重ねられてきた manas につ
いての様々な思想や思索は、『マハーバーラタ』の諸教説において、各々の教説の関心や
思索の方向性にしたがって独自の形で発展した。ヴェーダ期に繰り広げられた豊かな思索
という土壌のおかげで、manas の概念は『マハーバーラタ』においてさらなる思索の発展
の受け皿になったのである。 
 以上の本編のあとに、補遺として、本編で扱った『マハーバーラタ』中の教説に関
する詳細な文献学的注釈をほどこした英訳、アディヤートマ(adhyātma)という用語に
関する論考、および『マヌ法典』成立史についての論考を付す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（論文審査の結果の要旨） 
マナス(manas)という語は、「考える、思う」を意味する動詞manから派生した名詞
であり、心、意という訳語があてられることが多い。動詞に由来する基本的な意味は
「考える力、思惟力」であるが、ヴェーダ文献においては行為に駆り立てる欲望、衝
動、意思という意味合いももち、日常的な表現のほかに、知覚や認識、心理作用の説
明に使われる一方で、世界の創造過程の説明にも使用されるなど、非常に広い範囲で
さまざまなニュアンスをもって使われてきた語である。本論文はこのマナスという概
念に焦点をあて、叙事詩『マハーバーラタ』中のさまざまな教説におけるマナスの役
割を検討する。『マハーバーラタ』の諸教説は、ヴェーダ文献と確立したインド哲学
の諸学派、特にサーンキヤ学派とヨーガ学派、の教理の間を橋渡しするものであり、
祭式から出発したヴェーダの思索が自立した認識論や存在論に至る過程に位置する。
その点でインド思想史上重要な資料であるが、体系化される以前の段階であり、しば
しば一つの教説の中に時代的にも内容的にも異なる教えが混淆しており、ある意味、
非常に扱いにくい資料でもある。年代設定については諸説あるが、紀元前後から紀元
後数世紀あたりがもっとも妥当と思われる。 
本論文の優れた点は、まず、上述のように文献学的に扱いにくい資料を扱うため、
先行研究の吟味に基づき非常に明確な問題意識と方法論を提示している点にある。こ
れまでの研究は『マハーバーラタ』の諸教説を初期サーンキヤあるいは初期ヨーガと
位置づけることで、後に確立したいわゆる古典サーンキヤ、古典ヨーガの教理体系に
至る過程という観点から分析することが多く、そのためにテキストには書かれていな
い発展過程を読み込んでしまうことが多かったが、著者はその点を批判し、そうした
先入観に基づく恣意的な読み込みを排することを第一の基本方針としている。この点
に関して、ヨーガやサーンキヤという用語のほかに、アディヤートマ(adhyātma「アー
トマン（自己）に関する教え」）という用語が当時の思想潮流の名称の一つとして出
てくることに注目しているが、これは非常に独創的な観点である。また、方法論に関
しては、一つの教説をその中にあらわれるテキスト上の「ひずみ」をもとにして、複
数の断片に分割した後、各断片について、『マハーバーラタ』やほぼ同時代の『マヌ
法典』、先行するブラーフマナやウパニシャッドなどのヴェーダ文献にみられる類似
または並行する表現をもつ部分と比較することで、各断片が組み合わされて一つの教
説にまとまっていく過程を実証する。同時に類似表現間の借用、影響関係を吟味し、
それぞれの成立の前後関係も実証しようとする。この方法論がもっとも成功している
のは本編の第２章第２節であり、『マハーバーラタ』第１２巻と『マヌ法典』第１章
に記述される４種類の世界の創造説と帰滅説を一度断片に分解した上で、各断片が各
教説において創造説・帰滅説としてまとまっていく過程を３段階にわけて明解に説明
することに成功している。 
 内容に関しては以下の２点を特に優れた点として挙げておきたい。まず本論である
  
第２章と第３章で扱った諸教説の各々について、ヴェーダ文献からの具体的な影響を
指摘するとともに、上述した「行為に駆り立てる欲望、衝動、意思」というヴェーダ
文献にみられるマナスの意味合いがこれらの諸教説においても重要であることを示し
た点である。次に、第２章で世界の創造説・帰滅説におけるマナスの役割を扱い、第
３章でヨーガという瞑想修行の実践におけるマナスの役割を扱ったことで、マクロな
レヴェルとミクロなレヴェルという二つの異なるレヴェルからマナスという概念をよ
り包括的に考察することに成功している点である。さらに、補遺として付された、本
編で扱った各教説の英訳は、詳細な文献学的な解説とともに、批判校訂版にみられる
異読を吟味し、時に新たな本文の読みを提案しており、非常に有用である。またその
中の、特にヴァールシュネーヤ・アディヤートマの教説に関しては、批判校訂版で使
用されていない古いネパール写本を校合することで、新たに東インド系の古い伝承を
校訂の考慮にいれて本文を改訂しており、今後の『マハーバーラタ』の諸教説の研究
に貴重な資料を提供している。 
とはいえ、問題点もいくつかある。まず英語について、口語的表現や冗長な部分が
みられるため、論文としての英語表現をもう少し磨く必要がある。またヴェーダ文献
の扱いに関して不十分な点も見受けられること、第３章のヨーガ実践におけるマナス
については、同時期の仏教、特に瑜伽行派のヨーガにおけるマナスとの比較検討も重
要であることが指摘されている。さらに、恣意的な解釈を排しテキストに沿った理解
をするという著者の基本方針は上に述べたように本論文の優れた点ではあるが、その
ために本論文で扱われた諸教説から全体としてなにが言えるのかという点に関する考
察に踏み込むのをためらっているようにみえる。特に上記の二つのレヴェルのマナス
を包括的に考察できる資料を提示しながらも、十分に包括的な考察が結論でなされて
いないことは惜しまれる。またアディヤートマという優れた着眼点についても、本論
文では着眼にとどまりまだ十分にその発想を展開するには至っていない。しかし、こ
れらの問題点は著者も十分に自覚している点であり、特に最後のアディヤートマとい
う発想の展開については、今後の著者の研究の進展が待たれるところである。 
 以上、審査したところにより、本研究は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。平成３１年２月７日に、調査委員５名が論文内容とそれに関連した
事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。なお、本研究は、京都大学学位
規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際しては、当分の間、当該論文
の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
 
 
